
山
口
。東
禅
寺

・
黒
山
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
山
口
市
大
字
鋳
銭
司
字
大
円

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
九
年

（平
Ｈ
）
五
月
―

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
∽
山
口
県
教
育
財
団

・
山
口
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
西
田
　
宏

。
村
崎
賢

一

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
九
世
紀
前
半
―

一
六
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
調
査
は
、
調
整
池
を
建
設
す
る
南
若
川

一
般
河
川
改
修

・
三
級
工
事
に
伴

う
も
の
で
あ
る
。
調
査
対
象
地
は
、
山
口
市
の
中
心
部
か
ら
南
へ
約

一
・
一
ｋｍ
、

吉
南
平
野
の
北
東
部
の
水
田
地

帝
に
位
置
し
、
山
口
山
地
よ
り

南
流
す
る
金
毛
川
、
高
橋
川
が

形
成
し
た
扇
状
地
の
扇
端
付
近

に
あ
る
。

平
安
時
代
に
皇
朝
十
二
銭
を

納

鋳
造
し
た
官
営
工
房
跡
で
あ
る

ヽ

周
防
鋳
銭
司
跡
は
、
金
毛
川
を

月

挟
ん
で
調
査
区
の
対
岸
に
あ
た

Ｚ
や
。本

調
査
で
出
土
し
た
主
な
遺
構
は
、
古
代

。
中
世
の
掘
立
柱
建
物

。
土
坑

・

井
戸

・
溝

・
埋
葬
遺
構

・
炉
な
ど
で
、
こ
れ
ら
の
遺
構
に
伴
う
遺
物
が
出
土
し

た
。今

回
報
告
す
る
木
簡
は
、
調
査
区
の
中
央
北
寄
り
で
検
出
し
た

一
五
世
紀
の

井
戸
の
底
面
付
近
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
井
戸
は
、
上
端
の
直
径

ニ
ー
一
下

一
言

、
底
面
の
直
径
Ｏ

。
九

ｍ
深
さ

一
・
七
ｍ
を
測
る
。
平
面
形
は

ほ
ぼ
円
形
で
あ
る
。
こ
の
井
戸
か
ら
は
、
木
簡
以
外
に
土
師
器
の
杯
、
青
磁
の

椀
、
瓦
質
土
器
の
鍋
や
、
漆
椀
の
底
部
や
曲
物
の
一
部
な
ど
が
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω
　
「と、　
諸一御部
［皆埠
徳
一翻齢幣酸
漏地
□

〔
日
ヵ
〕

〔
一
門
力
〕

王□対
日嵌
剛剛
□。剛
剛□融
理守
護
□
□□

」
］
釦
］
×
∞
伽
×
り
　
ｏ
Ｐ
臣

こ
の
木
簡
は
、
中
央
で
左
右
に
割
れ
る
が
、
完
形
で
あ
る
。
中
央
部
に
釘
孔

を
も
ち
、
表
面
の
み
に
墨
書
が
認
め
ら
れ
、
梵
字

「
バ
ン
」
を
文
頭
に
記
す
。

御
札
の
類
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
本
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
つ
て
は
、
山
口
芸
術
短
期
大
学
の
田
中
倫
子

□

n本□
来□□
畠言□
来□□
己□ロニ
屏口目五所□□
と享声
□地
カ



1999年出土の木簡

氏
に
ご
教
示

・
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。

（西
田
　
宏
）

し

き

じ

徳
島
・敷
地
遺
跡

所
在
地
　
　
　
徳
島
市
国
府
町
敷
地

調
査
期
間
　
　
一
九
九
九
年

（平
Ｈ
）
四
月
１
二
〇
〇
〇
年
三
月

発
掘
機
関
　
　
①
徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
氏
家
敏
之

５
　
遺
跡
の
種
類
　
居
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
後
期
―
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
調
査
は
、
道
路
改
築
事
業
徳
島
環
状
線
建
設
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。
調
査

対
象
地
は
、
徳
島
市
の
西
部
に
あ
た
る
。　
一
―
五
区
の
調
査
区
を
設
定
し
、
九

3  2  1

四
九
六
♂
を
調
査
し
た
。

調
査
対
象
地
は
阿
波
国
府
方

人
町
推
定
域
か
ら
北
に
約

一
〇

〇
ｍ
、
国
庁
の
存
在
が
考
え
ら

れ
て
い
る
四
国
霊
場

一
六
番
札

所
観
音
寺
や
、
ま
た
多
数
の
木

簡
が
出
土
し
た
観
音
寺
遺
跡

（本
誌
第
二
〇
・
二
一
号
）
付
近

　

５

か
ら
は
北
に
約
六
〇
〇
ｍ
の
地

く
綿
幹
彗
肺
淀
席

引
押
踊

了゙

(川 島)




